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日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た

「
11
・
１
労
働
者
集
会
」
は
５
７
０
０
人
が

集
ま
り
、
真
に
戦
争
を
止
め
る
力
は
闘
う
労

働
組
合
の
復
権
と
労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯

に
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
た
。
韓
国
民
主
労

総
、
ド
イ
ツ
機
関
士
労
働
組
合
、
ト
ル
コ
国

際
労
働
者
連
帯
協
会
の
代
表
を
先
頭
に
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
都
心
デ
モ
を
行
っ
た
。

　

集
会
に
は
星
野
文
昭
さ
ん
が
連
帯
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
、
星
野
暁
子
さ
ん
が
連
帯
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

 
 

こ
の
一
年
間
、
全
国
で
50
カ
所
を
超
え
る

絵
画
展
が
開
催
さ
れ
、
総
計
１
万
人
を
超
え

る
人
が
入
場
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
、
星

野
さ
ん
の
絵
と
暁
子
さ
ん
の
詩
、
41
年
間
不

屈
の
闘
い
に
触
れ
て
、
星
野
さ
ん
の
無
実
を

確
信
し
、
星
野
闘
争
へ
の
共
感
を
示
し
た
。

1
万
人
の
人
々
を
獲
得
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　

全
国
の
絵
画
展
は
、
総
計
25
万
枚
に
及
ぶ

ビ
ラ
を
ま
き
、
労
働
組
合
を
回
り
、
マ
ス
コ

ミ
へ
も
働
き
か
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
地

方
紙
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
も
報
道
さ
れ
、

１
０
０
万
人
民
と
結
合
し
て
い
く
可
能
性
を

切
り
開
い
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
絵
画
展
は
実
行
委
員
会
方

式
で
準
備
さ
れ
、
そ
こ
に
地
域
の
労
働
組
合

が
参
加
し
、
星
野
闘
争
と
労
働
組
合
と
の
結

合
が
開
始
さ
れ
る
と
共
に
多
様
な
人
々
の
決

起
が
始
ま
っ
た
。

　

香
川
県
で
は
絵
画
展
の
開
催
を
テ
コ
に
、

「
香
川
・
星
野
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
」
が
結

成
さ
れ
た
。
全
国
30
番
目
の
仲
間
だ
。

　

こ
う
し
た
地
平
の
上
に
、
９
・
６
徳
島

刑
務
所
包
囲
デ
モ
は
、
全
国
か
ら
駆
け
つ

け
た
労
働
組
合
、
各
地
の
「
救
援
会
」
等
、

７
２
０
名
の
参
加
で
、
星
野
さ
ん
と
の
獄
壁

を
超
え
た
団
結
を
つ
く
り
出
し
た
。

　

獄
中
41
年
反
戦
を
貫
く
星
野
さ
ん
解
放
の

デ
モ
は
、
戦
争
法
案
阻
止
の
安
保
国
会
闘
争

と
一
体
に
闘
わ
れ
、
全
国
・
全
世
界
の
闘
い

の
先
頭
に
立
っ
た
。

　

星
野
さ
ん
に
デ
モ
隊
の
声
が
届
き
、
彼

は
「
獄
壁
が
薄
く
な
っ
た
よ
う
だ
」
と
語
っ

た
。
デ
モ
参
加
者
の
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
感

じ
、
星
野
さ
ん
奪
還
の
決
意
を
固
め
た
。

　

９
・
６
デ
モ
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
に
突
進
す

る
安
倍
政
権
と
徳
島
刑
務
所
に
打
撃
を
与
え
、

星
野
さ
ん
解
放
の
道
を
開
い
た
。

　

徳
島
刑
務
所
は
星
野
さ
ん
の
獄
中
処
遇
を

10
月
か
ら
３
類
に
降
格
し
た
（
3
面
参
照
）
。

こ
れ
は
、
９
・
６
デ
モ
へ
の
許
し
難
い
報
復

弾
圧
で
あ
る
。
満
腔
の
怒
り
を
も
っ
て
弾
劾

す
る
。
降
格
の
理
由
に
は
１
ミ
リ
の
正
義
も

な
い
。
こ
の
不
正
義
を
全
人
民
的
に
暴
露
し
、

徳
島
刑
務
所
・
法
務
省
を
徹
底
的
に
弾
劾
し

よ
う
。

　

星
野
文
昭
さ
ん
の
怒
り
は
、
戦
争
・
改
憲

攻
撃
へ
の
怒
り
、
沖
縄
・
福
島
の
怒
り
、
非

正
規
職
労
働
者
の
怒
り
と
一
体
で
あ
る
。
こ

れ
ら
が
一
つ
に
な
っ
て
爆
発
す
る
２
０
１
０

年
代
中
期
の
階
級
的
激
動
の
中
で
、
星
野
さ

ん
を
絶
対
に
奪
還
し
よ
う
。

　

星
野
さ
ん
解
放
の
た
め
に
は
、
１
０
０
万

人
民
と
結
び
つ
く
政
治
的
・
階
級
的
力
が
必

要
だ
。
11
・
29
全
国
集
会
で
そ
の
飛
躍
を
つ

く
り
出
そ
う
。
47
都
道
府
県
に
く
ま
な
く
「
救

援
会
」
を
作
ろ
う
。
本
格
的
に
労
働
組
合
と

結
び
つ
こ
う
。
そ
れ
を
軸
に
多
種
多
様
な

人
々
を
結
集
し
、
賛
同
会
員
を
圧
倒
的
に
拡

大
し
よ
う
。

　

運
動
の
力
で
裁
判
所
に
三
者
協
議
の
開
催

を
迫
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
場
目
撃
者
11
名
の

供
述
調
書
を
開
示
さ
せ
よ
う
。

　

運
動
の
飛
躍
を
切
り
開
き
、
東
京
高
裁
・

東
京
高
検
を
直
撃
す
る
11
・
29
全
国
集
会
・

デ
モ
に
総
結
集
し
よ
う
。

１
０
０
万
人
と
結
び
つ
き

11･

29
全
国
集
会
・
デ
モ
へ
集
ま
ろ
う

運
動
の
到
達
地
平

星
野
文
昭
さ
ん
へ
の
降
格
攻
撃
許
す
な
！降

格
攻
撃
に
社
会
的
反
撃
を

11･29 星野全国集会
日時　11 月 29 日(日）   12：00 開場、13：00 開会
　　　● 12:30　ビデオ上映　　　　　　　　　
　　　●集会後都心デモ　15:40 出発

　　　〒 100-0014 東京都千代田区永田町２丁目１６−２

　　　電話　03-3581-5650

　　　＜交通＝東京メトロ＞

　　　有楽町線・半蔵門線・南北線  永田町駅６番出口より徒歩３分

　　　銀座線・丸の内線  赤坂見附駅 11 番出口より　徒歩７分

会場　星陵会館　

11･1 労働者集会で発言する
星野曉子さん
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徳
島
刑
務
所
は
、
10
月
以
降
、
星
野
文
昭

さ
ん
の
獄
中
処
遇
を
２
類
か
ら
３
類
に
降
格

し
、
手
紙
や
文
書
も
、
９
・
６
デ
モ
に
関
す

る
記
載
を
す
べ
て
抹
消
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
星
野
闘
争
の
前
進
と
９
・
６
デ
モ
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
徳
島
刑
務
所
、
法
務
省
の
許

し
が
た
い
報
復
弾
圧
で
す
。

　

直
ち
に
、
各
地
の
救
援
会
、
再
審
連
絡
会

議
と
弁
護
団
は
抗
議
の
申
し
入
れ
文
書
を
送

り
、
さ
ら
に
、
労
働
組
合
、
運
動
団
体
も
続
々

と
抗
議
文
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
片
の
正
義
も
な
い
報
復
弾
圧
を
さ

ら
に
全
労
働
者
民
衆
に
訴
え
、
徳
島
刑
務
所

弾
劾
の
大
反
撃
に
立
ち
上
が
ろ
う
。

　　

９
月
16
日
、
東
京
高
裁
第
９
民
事
部
（
奥

田
正
昭
裁
判
長
）
は
、
面
会
・
手
紙
国
賠
訴

訟
の
一
審
判
決
を
覆
す
、
許
し
が
た
い
反
動

判
決
を
下
し
ま
し
た
。
星
野
暁
子
さ
ん
ら
８

人
は
た
だ
ち
に
上
告
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
５
月
以
降
、
友
人
７
人
が

次
々
に
面
会
不
許
可
と
さ
れ
、
親
族
で
あ
る

暁
子
さ
ん
ま
で
面
会
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
暁
子
さ
ん
が
文
昭
さ
ん
に
送
っ
た

手
紙
９
通
が
墨
塗
り
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
弾
劾
す
る
国
賠
訴
訟
で
、
昨
年

7
月
、
東
京
地
裁
（
谷
口
豊
裁
判
長
）
は
、

友
人
面
会
不
許
可
を
違
法
と
は
認
め
な
い

不
当
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
３
年
の
最
高
裁
判
決
を
基
に
、
①
再

審
請
求
人
で
あ
る
星
野
さ
ん
と
弁
護
人
に
は

秘
密
交
通
権
が
あ
る
、
②
弁
護
人
は
回
数
制

限
な
し
に
接
見
で
き
る
と
い
う
２
点
を
認
め

ま
し
た
。
岩
井
信
弁
護
士
の
接
見
を
回
数
に

入
れ
て
２
０
１
０
年
９
月
17
日
、
暁
子
さ
ん

の
面
会
を
不
許
可
に
し
た
こ
と
の
違
法
性
を

認
め
、
被
告
（
国
）
に
５
万
円
の
賠
償
支
払

い
を
命
じ
ま
し
た
。
暁
子
さ
ん
の
手
紙
９
通

墨
塗
り
の
う
ち
２
通
分
を
違
法
と
し
ま
し
た
。

　

奥
田
裁
判
長
は
、
最
高
裁
判
決
が
認
め
た

の
は
秘
密
交
通
権
だ
け
で
あ
り
、
回
数
制
限

の
な
い
接
見
は
認
め
て
い
な
い
と
強
弁
し
、

賠
償
命
令
を
取
り
消
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
再

審
闘
争
の
根
幹
を
踏
み
に
じ
る
極
悪
の
反
動

判
決
で
す
。
さ
ら
に
、
親
族
の
「
権
利
面
会
」

を
否
定
す
る
判
決
で
す
。

　

奥
田
裁
判
長
は
、
戦
争
反
対
・
安
倍
政
権

打
倒
の
闘
い
の
高
揚
に
危
機
感
を
抱
き
、
階

級
的
労
働
運
動
と
一
体
で
大
飛
躍
を
か
ち
と

っ
て
き
た
星
野
闘
争
を
破
壊
す
る
た
め
に
、

こ
の
極
悪
判
決
を
強
行
し
た
の
で
す
。
上
告

審
に
勝
利
し
、
奥
田
判
決
を
打
ち
破
ろ
う
。

降
格
処
分
・
新
た
な
手
紙
墨
塗
り 

弾
劾
！

       申し入れ書

　徳島刑務所長　　竹中晃平　殿
　　　　　　　　　　２０１５年１０月２３日
　　　　　　　　　　星野さんをとり戻そう！　全国再審連絡会議
　　　　　　　　　　共同代表　狩野満男　平良修　戸村裕実　星野暁子
　　　　　　　　　　連絡先　東京都港区新橋２－８－１６　石田ビル４階
       
　私たちは、星野文昭さんの再審を実現し、１日も早い解放をかちとるため
に全国の仲間とともに活動しています。
　貴刑務所に在監中の星野文昭さんの処遇区分が２類から３類に降格された
ことが、星野暁子さんの面会によって判明しました。これは、９月６日に行
われた徳島刑務所デモに対する許しがたい報復弾圧です。私たちは満身の怒
りで弾劾し、ただちに降格処分を取り消すよう求めます。
　降格の理由は、①工場で他の受刑者から話しかけられた時に看守の許可を
得ないで返事をした、②配食の時に新聞を片づけていたら「新聞を読んだ」
とみなされた、の２点とされています。
　優遇区分が３類に降格されたことにより、面会が１ヶ月に５回から３回に、
手紙の発信が７回から５回に減らされます。星野暁子さんは、予定していた
４回目、５回目の面会ができないまま東京に帰りました。
　隣にいる人が話しかけてきたら返事をするのは、人間生活として当たり前
のことです。新聞を片づけたり読んだりしても、配食作業には何の支障も生
じません。
　こんなささいなことが「Ｄ評価」や「Ｅ評価」とされ、それが半年間に２
回あれば、それを口実に降格処分にするというのは絶対に不当です。
　そもそも、「隣にいる人が話しかけても許可なく返事をするな」とか、「配
食の時は何もしないで待っていろ」ということ自体が、あまりにも非人間的
です。このような規則はただちに廃止されるべきです。
　さらに、徳島刑務所デモに関する記事や手紙がすべて抹消されていること
が分かりました。新聞やパンフレットは、その部分を切り取った上、裏面の
コピーを星野文昭さんに渡しているとのことです。
　徳島刑務所デモに参加した人たちが、その感動を星野文昭さんに伝えよう
と全国から手紙やハガキを送っています。ところが、貴刑務所がこのデモに
触れたと判断した部分を、すべて抹消しています。
　これは、ことさらに星野文昭さんと獄外の友人を分断し、友情と団結の破
壊をめざす不当な措置です。
　私たちは、以下の２点を強く申し入れます。
　１．星野文昭さんの優遇区分をただちに２類に戻すこと。
　２．星野文昭さんたちを縛る非人間的な規則をただちに廃止すること。
　この申し入れに対する回答を、２０１５年１１月１３日までに、文書で送っ
てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

奥
田
高
裁
判
決
を
打
ち
破
ろ
う

面
会･

手
紙
国
賠

弁
護
人
接
見
を
制
限
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９
・
６
徳
島
刑
務
所
包
囲
闘
争
と
戦
争

法
案
反
対
の
熱
気
冷
め
や
ら
ぬ
９
月
26
日

と
27
日
、
泉
佐
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、「
反
戦
の
思
い　

獄
中
で
描
く　

星

野
文
昭
絵
画
展
」
を
行
い
ま
し
た
。
泉
佐

野
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、
準
備
期
間
も

短
か
っ
た
で
す
が
、
約
１
５
０
名
が
参
加
。

80
人
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
、
カ
ン
パ
は

１
万
５
５
３
０
円
、
再
審
署
名
が
64
筆
集

ま
り
ま
し
た
。

　

関
西
合
同
労
組
・
泉
州
支
部
と
関
西
新

空
港
絶
対
反
対
泉
州
住
民
の
会
は
、
共
同

し
て
駅
頭
で
改
憲
阻
止
一
千
万
人
署
名
運

動
を
連
続
し
て
行
い
、
そ
の
陣
形
で
星
野

絵
画
展
を
共
同
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
婦

民
全
国
協
支
部
準
備
会
と
と
も
に
実
行
委

員
会
を
作
り
ま
し
た
。
ビ
ラ
の
内
容
の
検

討
や
、
駅
、
市
役
所
、
会
場
周
辺
地
域
で

の
ビ
ラ
ま
き
、
郵

送
や
市
内
の
学
校

へ
の
訪
問
。
１
日

だ
け
宣
伝
カ
ー
も

回
し
ま
し
た
。
威

力
を
発
揮
し
た
の

が
、
住
民
の
会
が

つ
く
っ
た
看
板
と

会
場
前
で
の
呼
び

こ
み
で
、
た
く
さ

ん
見
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
星
野

さ
ん
の
事
を
知
り
、
絵
を
見
た
人
が
、
何

と
80
人
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
「
絵
に
は
や
さ
し
さ
が
溢
れ
て
い
る
が
、

反
面
心
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
信
念
の
様
な

も
の
も
受
け
と
め
ら
れ
ま
し
た
」「
星
野

さ
ん
の
優
し
さ
、
公
権
力
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。健
康
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
絵
に
は
夢
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」な
ど
。

　

更
に
絵
画
展
を
担
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
感

想
は
、「
自
分
も
星
野
さ
ん
と
と
も
に
闘

う
意
欲
が
わ
い
て
き
た
」「
観
に
来
て
下

さ
る
人
々
か
ら
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
方
の
無
罪
を
勝
ち
取
る
事
が
『
私
自
身

の
解
放
に
な
る
ん
だ
』
と
云
う
実
感
が
沸

き
ま
し
た
。
星
野
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
」

「
41
年
も
の
投
獄
絶
対
許
せ
な
い
と
、
星

野
さ
ん
の
存
在
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
等
で
す
。

　
「
無
実
で
41
年
も
獄
中
に
」
と
い
う
重

み
と
、
星
野
さ
ん
が
闘
い
続
け
て
い
る
人

で
あ
る
こ
と
、
美
し
い
絵
画
が
労
働
者
階

級
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に
し
、
ひ
き
つ
け

る
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

群
馬
で
４
回
目
と
な
る
星
野
絵
画
展

が
、
高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
10
月
16

日
か
ら
20
日
ま
で
５
日
間
、
開
催
さ
れ
、

　

山
形
で
は
初
め
て
と
な
る
絵
画
展
を
10

月
17
日
・
18
日
、
山
形
市
中
心
の
ア
ズ
七

日
町(

中
央
公
民
館)

で
開
催
し
ま
し
た
。

会
の
発
足
は
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
よ
う

や
く
地
元
で
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

17
日
は
暁
子
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き
、

米
沢
出
身
と
い
う
こ
と
で
来
場
者
と
の
対

話
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
東
北
各
県
の

星
野
救
援
会
か
ら
も
足
を
運
ん
で
頂
き
ま

し
た
。

　

開
催
に
向
け
て
２
０
０
０
枚
の
チ
ラ
シ

を
準
備
し
、「
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
」
の
来
場
者
で
賑
わ
う
山
形
市
内

で
会
員
総
出
に
よ
る
配
布
宣
伝
を
2
回
行

い
ま
し
た
。
ま
た
公
民
館
職
員
の
方
々
に

開
催
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
無
料
で
貸
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
準
備
を
経
て
絵
画
展
の
来
場

者
は
約
１
０
０
人
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
予
約

が
4
人
、
署
名
8
筆
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
面

会
の
こ
と
、
獄
中
結
婚
の
こ
と
、
再
審
の

展
望
、
水
彩
画
の
技
法
、
辺
野
古
の
闘
い
、

実
行
委
員
会　

中
川　

育
子

反
戦
の
思
い
獄
中
で
描
く

群
馬　

伊
藤　

成
雄

こ
れ
ま
で
以
上

の
大
成
功
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

２
５
０
名
の
方

が
来
て
下
さ
り
、

全
証
拠
開
示
署

名
が
36
筆
、「
愛

と
革
命
」
６
冊
、

「
詩
画
集
」
３

冊
、
Ｃ
Ｄ
３
枚

を
購
入
い
た
だ

き
、
カ
ン
パ
が
５
万
７
２
７
０
円
と
こ
れ

ま
で
に
な
い
多
額
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
群
馬
星
野
文
昭
さ
ん
の
再
審
を
実
現
す

る
会
」
に
２
名
が
加
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

朝
日
新
聞
群
馬
版
の
18
日
朝
刊
に
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
見
た
人
が
18

日
、
19
日
、
20
日
と
連
日
20
名
く
ら
い
来

て
く
れ
ま
し
た
。
新
聞
を
見
て
来
た
多
く

の
方
は
星
野
さ
ん
と
同
世
代
で
す
。
こ
の

よ
う
な
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
、

と
星
野
さ
ん
の
絵
を
見
て
感
動
し
て
い
ま

し
た
。

  

全
国
で
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数

の
絵
画
展
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

星
野
再
審
運
動
に
と
っ
て
、
絵
画
展
は
重

要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
、

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

  
20
日
に
会
場
の
横
の
ホ
ー
ル
で
、
宗
教

者
の
集
ま
り
が
あ
り
、
か
な
り
の
方
が
星

野
さ
ん
の
絵
を
見
て
下
さ
り
、
こ
れ
か
ら

こ
の
方
達
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
可
能
性

を
実
現
し
ま
し
た
。

各地の絵画展で１００万人との団結作る
  

徳
島
刑
務
所
の
星
野
さ
ん
に
対
す
る
、

酷
い
降
格
処
分
を
跳
ね
返
し
、
一
日
も
早

く
星
野
さ
ん
を
取
り
戻
す
為
に
全
国
に
運

動
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
つ
な
が
り
作
る
絵
画
展

東
北
各
県
と
の
交
流
に
弾
み

山
形　

小
関　

恭
弘

大
阪
・
泉
佐
野

高
崎

山
形
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９
月
26
日
・
27
日
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
で
高
知
で
初
の
星
野
絵
画
展
が

開
催
さ
れ
、
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
２
日

間
で
１
０
２
名
が
来
場
し
、
署
名
47
筆
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
知
新
聞
に
も
カ
ラ

ー
写
真
で
大
き
く
掲
載
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
が
き
て
く
れ
ま
し
た
。

絵
画
展
開
催
当
日
に
開
か
れ
た
戦
争

法
反
対
集
会
に
ビ
ラ
ま
き
を
す
る
と
８
割

の
人
が
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
争

反
対
の
怒
り
の
行
動
と
、
星
野
・
獄
中
41

年
非
転
向
で
再
審
を
勝
ち
取
る
闘
い
が
、

こ
こ
高
知
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。 

高
知
は
徳
島
か
ら
高
速
道
路
で
入
る

と
、
山
並
み
か
ら
一
気
に
平
野
が
現
れ
て

視
界
が
開
け
ま
す
。
１
９
７
１
年
11
月
渋

谷
暴
動
で
機
動
隊
に
殺
害
さ
れ
た
永
田
典

子
さ
ん
の
出
身
地
で
も
あ
り
、
遺
影
を
飾

り
ま
し
た
。「
星

野
さ
ん
の
こ
と

は
初
め
て
知
り

ま
し
た
が
永
田

さ
ん
と
は
同
じ

世
代
で
す
。
何

か
手
伝
う
こ
と

は
な
い
で
す
か
」

と
言
っ
て
く
れ

た
方
が
い
ま
し

た
。
ま
た
東
京
で
知
っ
た
と
２
度
も
足
を

運
ん
で
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

高
知
の
会
員
の
方
と
ア
ー
ケ
ー
ド
街

で
初
め
て
星
野
さ
ん
の
ビ
ラ
ま
き
を
し
ま

し
た
。
受
け
取
り
も
よ
く
、
高
知
の
街
や

人
の
明
る
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
愛
媛
、
徳

島
の
救
援
会
も
か
け
つ
け
、
高
知
の
会
と

の
交
流
で
は
、
元
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
い

ま
し
た
。

な
ん
と
言
っ
て
も
今
回
の
絵
画
展
成

功
の
原
動
力
は
、
星
野
さ
ん
と
一
体
で
歩

ん
で
き
た
国
鉄
闘
争
の
支
援
者
の
み
な
さ

ん
が
、
星
野
救
援
会
を
結
成
し
た
こ
と
で

す
。
星
野
さ
ん
の
絵
画
展
が
再
審
を
開
か

せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

星
野
文
昭
絵
画
展
・
港
実
行
委
員
会

は
、
3
月
に
続
き
2
回
目
の
絵
画
展
を
10

月
23
日
～
25
日
に
弁
天
町
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
１
７
名
、
署
名
45
筆
、『
愛

と
革
命
』
2
冊
の
販
売
で
し
た
。　

　

9
・
6
徳
島
刑
務
所
包
囲
闘
争
で
勝
ち

取
っ
た
星
野
さ
ん
と
の
団
結
と
、
か
な
ら

ず
奪
還
す
る
ぞ
と
い
う
思
い
、
安
保
戦
争

法
の
強
行
採
決
に
対
す
る
10
万
人
決
起
と

一
体
の
闘
い
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
と
労
組
で
9
月
に
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、
こ
の
間
決
起
し
た
青
年
た
ち

と
「
星
野
文
昭
獄
中
36
年
」(

日
本
語
字

幕
版)

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
討
論
会
を
開

催
し
ま
し
た
。「
星
野
さ
ん
は
絶
対
無
実

や
！　

た
だ
ち
に
奪
還
す
べ
き
！
」
と
団

結
を
固
め
ま
し
た
。
こ
の
団
結
こ
そ
、
絵

画
展
を
通
し
地
域
の
つ
な
が
り
の
力
の
実

現
を
作
る
団
結
な
ん
だ
と
準
備
し
ま
し

た
。全

員
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
決
起
し
、
対
象

者
を
決
め
て
働
き
か
け
、
獲
得
し
て
新
し

い
力
に
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

今
後
も
「
星
野
再
審
ニ
ュ
ー
ス
」
が
読
み

た
い
、
絵
画
展
に
協
力
し
た
い
と
い
う
方

が
5
名
。
地
域
の
労
組
回
り
と
組
合
決
定

と
し
て
の
署
名
取
り
組
み
の
お
願
い
も
現

在
進
行
中
で
す
。
地
域
へ
の
ビ
ラ
入
れ
に

は
新
た
な
青
年
の
活
躍
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
星
野
絵
画
展
が
大
阪
市
に

お
け
る
階
級
的
労
働
運
動
と
一
体
的
に
前

進
し
、
地
域
の
拠
点
化
、
組
織
建
設
に
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
団
結
に
か
け
闘
い
、
徳
島

刑
務
所
の
星
野
さ
ん
へ
の
「
降
格
処
分
」

と
い
う
報
復

弾
圧
を
許
さ

ず
、
星
野
さ

ん
の
奪
還
に

向
け
、
来
年

の
絵
画
展
を

闘
い
抜
い
て

い
き
ま
す
。

　

三
里
塚
闘
争
、
戦
争
法
制
の
こ
と
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
感
想
は
、「
冤
罪
で
40
年
と

い
う
事
実
に
驚
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」「
私
の
親
も
戦
時
中
に
冤
罪

で
苦
し
め
ら
れ
た
」、「
文
昭
さ
ん
は
大
学

の
先
輩
で
知
っ
て
い
る
」、「
沖
縄
の
た
め

に
人
生
を
か
け
た
闘
い
に
感
銘
を
受
け

た
」
な
ど
10
人
ほ
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

絵
画
展
を
振
り
返
っ
て
、
山
形
で
来
年

も
や
ろ
う
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
不
十
分

だ
っ
た
点
を
検
証
し
て
宣
伝
し
て
会
員
拡

大
へ
む
け
て
全
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
い

ま
す
。

　

地
理
的
に
も
困
難
な
東
北
の
地
で
各
県

の
星
野
会
と
の
連
携
・
交
流
に
も
弾
み
が

つ
き
ま
す
。
市
民
は
様
々
な
契
機
か
ら
星

野
さ
ん
の
闘
い
を
受
け
止
め
理
解
し
て
く

れ
る
し
、
そ
う
し
た
人
は
膨
大
に
存
在
す

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　
「
沖
縄
と
連
帯
し
て
星
野
文
昭
さ
ん
を

救
う
会
・
山
形
」

の
創
成
期
の
代

表
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
故
野
間

元
作
先
生
（
山

形
大
学
助
教
）

へ
、
絵
画
展
の

成
功
を
今
後
へ

の
決
意
を
込
め

て
報
告
し
た
い

思
い
で
す
。

各地の絵画展で１００万人との団結作る
高
知
で
初
め
て
の
絵
画
展

徳
島　

元
木　

美
起
子

絵
画
展
は
階
級
的
団
結
の
砦

大
阪　

佐
田　

文

高
知

大
阪
・
弁
天
町
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10
月
11
日
、
成
田
市
東
峰
で
「
最
高
裁
に

よ
る
強
制
収
用
許
す
な
！　

第
３
滑
走
路
粉

砕
！　

安
倍
政
権
打
倒
！
」
三
里
塚
全
国
集

会
が
開
催
さ
れ
、
宮
城
か
ら
労
働
者
、
学
生

と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
前
に
は
雨

も
上
が
り
、
ド
ロ
ド
ロ
か
と
思
わ
れ
た
畑
の

土
は
ふ
か
ふ
か
で
、
文
句
な
し
の
集
会
日
和

で
し
た
。

　

今
回
の
集
会
場
は
四
方
が
空
港
の
滑
走
路

に
囲
ま
れ
た
萩
原
富
夫
さ
ん
の
畑
で
す
。「
全

国
の
皆
さ
ん
に
市
東
孝
雄
さ
ん
が
ど
ん
な
環

境
の
中
で
暮
ら
し
営
農
し
て
い
る
か
知
っ
て

ほ
し
か
っ
た
」
と
萩
原
さ
ん
が
発
言
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
市
東
さ
ん
宅
か
ら
す
ぐ
の
場

所
に
あ
り
、
飛
行
機
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
離

着
陸
し
て
、
も
の
す
ご
い
騒
音
で
す
。
三
里

塚
集
会
に
22
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
み
や
ぎ
救

う
会
の
方
は
空
港
周
辺
の
景
色
の
激
変
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

は
、
降
格
弾
圧
へ
の
怒
り
以
上
に
９
・
６
徳

島
刑
務
所
包
囲
デ
モ
の
感
動
を
力
強
く
訴
え

て
い
て
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
あ

ち
こ
ち
に
「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ  

Ｈ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
」

の
黄
色
の
旗
が
た
な
び
い
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
９
３
０
人
が
参
加
し
、
外
注
化

阻
止
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
っ
た
動
労
千
葉
、

動
労
水
戸
、
全
国
農
民
会
議
、
茨
城
、
群
馬

な
ど
に
広
が
る
市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
る
会
、

全
国
水
平
同
盟
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
全
国
協

等
が
次
々
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

最
も
心
に
残
っ
た
の
は
市
東
孝
雄
さ
ん
の

「
猫
の
額
の
よ
う
な
土
地
な
ら
移
転
す
れ
ば

い
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
う
人
も
い
る

が
、
代
々
１
０
０
年
耕
し
て
き
た
農
地
、
こ

こ
が
私
の
い
る
べ
き
場
所
だ
。
安
倍
政
権
の

戦
争
法
強
行
を
見
て
50
年
間
の
三
里
塚
闘
争

は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
と
確
信
し
た
」
と
の

発
言
で
す
。

　

デ
モ
コ
ー
ス
は
、
市
東
さ
ん
が
毎
日
、
畑

に
通
う
道
。
団
結
街
道
が
封
鎖
さ
れ
る
前
は

５
分
で
行
け
る
畑
な
の
に
滑
走
路
の
下
を
く

ぐ
っ
て
大
回
り
し
て
30
分
も
か
け
な
い
と
た

ど
り
着
け
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
空
港
会
社

と
政
府
の
ひ
ど
い
や
り
方
に
怒
り
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
が
、
市
東
さ
ん
の
不
屈
さ
に

逆
に
奮
い
立
た
せ
ら
れ
ま
す
。

　

４
人
の
学
生
で
っ
ち
上
げ
逮
捕
の
渦
中
で

の
三
里
塚
闘
争
で
し
た
が
、
斎
藤
郁
真
全
学

連
委
員
長
の
戦
闘
宣
言
は
じ
め
、
全
国
の
仲

間
の
団
結
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

星
野
暁
子
さ

ん
と
会
い
、
星

野
さ
ん
に
対
す

る
突
然
の
３
類

降
格
処
分
へ
の

怒
り
を
と
も
に

し
ま
し
た
。
暁

子
さ
ん
の
発
言

「
新
捜
査
手
法
」
を
廃
案
へ

現
代
の
治
安
維
持
法
と
闘
う
会

　
　
　
　

事
務
局　

菊
地　

安
長

　
「
新
捜
査
手
法
」
関
連
法
案
は
、
戦
争
法

阻
止
の
国
会
闘
争
と
一
体
の
闘
い
で
、
今
国

会
成
立
を
阻
止
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
闘
い
の
高
揚
を
何
と
か
つ
ぶ

う
と
、
全
学
連
４
人
を
「
監
禁
致
傷
」
で
っ

ち
上
げ
で
不
当
逮
捕
し
ま
し
た
。
公
安
警
察

が
学
生
運
動
に
送
り
込
ん
だ
ス
パ
イ
を
摘
発

し
た
こ
と
を
理
由
に
強
行
し
た
弾
圧
を
、
完

全
黙
秘
・
非
転
向
と
、
反
弾
圧
闘
争
で
打
ち

破
り
全
員
奪
還
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
闘
い
は
、「
新
捜
査
手
法
」
攻
撃
と

の
最
先
端
攻
防
で
す
。
戦
前
の
日
本
共
産
党

は
、
特
高
警
察
が
送
り
込
ん
だ
ス
パ
イ
に
攪

乱
さ
れ
、
そ
の
内
部
か
ら
崩
壊
し
ま
し
た
。

再
び
侵
略
戦
争
を
す
る
た
め
に
、
労
働
者
民

衆
の
闘
い
を
ス
パ
イ
に
よ
っ
て
監
視
し
、
圧

殺
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の

大
反
撃
に
よ
っ
て
、権
力
は
「
ス
パ
イ
問
題
」

か
ら
逃
げ
回
り
、
粉
砕
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
闘
い
を
推
し
進
め
、「
新
捜
査
手

法
」
を
葬
り
去
ろ
う
。

　
「
匿
名
証
人
制
度
」
は
ス
パ
イ
合
法
化
そ

の
も
の
で
す
。
裁
判
で
「
証
人
」
が
①
氏
名
・

住
所
を
隠
し
、
②
法
廷
外
（
警
察
署
等
）
か

ら
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方
式
で
、「
一
緒
に
共
謀

し
て
犯
罪
を
や
り
ま
し
た
」
な
ど
と
証
言
す

れ
ば
有
罪
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
身

分
を
隠
し
た
警
察
官
が
証
言
し
て
も
、
そ
れ

を
追
及
し
暴
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
司
法
取
引
」
も
密
告
奨
励
、
ス
パ
イ
育

成
が
狙
い
で
す
。
取
り
調
べ
で
他
人
の
罪
を

密
告
す
れ
ば
、
減
刑
さ
れ
た
り
刑
が
免
除
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
、
仲
間
の
売
り
渡
し
と

分
断
が
目
的
で
す
。

　

通
信
の
盗
聴
は
、
こ
れ
ま
で
４
つ
に
限
ら

れ
て
い
た
対
象
犯
罪
を
大
幅
に
拡
大
し
た

上
、
電
話
局
職
員
の
立
会
い
を
な
く
し
、
場

所
も
警
察
施
設
内
で
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま
さ
に
盗
聴
の
や
り
放
題
に
な
り
ま
す
。

　

取
り
調
べ
の
録
音
・
録
画
は
、
警
察
・
検

察
が
自
白
調
書
で
有
罪
立
証
す
る
た
め
の
武

器
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な
も
の
を「
冤

罪
を
防
ぐ
た
め
の
可
視
化
」
と
美
化
し
「
新

捜
査
手
法
」
を
推
進
す
る
日
弁
連
執
行
部
を

弾
劾
し
よ
う
。

　

い
ず
れ
も
、
団
結
の
破
壊
が
目
的
で
、
闘

う
労
働
組
合
や
学
生
自
治
会
を
監
視
し
解
体

す
る
こ
と
が
核
心
で
す
。
戦
争
へ
突
き
進
む

新
自
由
主
義
国
家
権
力
を
、
ゼ
ネ
ス
ト
で
打

倒
す
る
労
働
者
民
衆
の
団
結
拡
大
こ
そ
が
、

「
現
代
の
治
安
維
持
法
」
阻
止
の
道
で
す
。

弾
圧
と
闘
い
、
団
結
を
拡
大
し
よ
う
。
反
弾

圧
お
よ
び
救
援
運
動
、
ま
た
改
憲
阻
止
、
裁

判
員
制
度
反
対
運
動
を
発
展
さ
せ
、「
新
捜

査
手
法
」
廃
案
へ
と
も
に
闘
お
う
。

市
東
さ
ん
の
農
地
守
れ

み
や
ぎ　

青
柳　

葉
子

10・11 三里塚集会

現
代
の
治
安
維
持
法
許
す
な

10
・
11
三
里
塚
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10
月
５
日　

会
う
な
り
「
疲
れ
が
と
れ
た

よ
う
だ
ね
。
本
来
の
暁
子
ら
し
く
な
っ
て
き

た
」
と
文
昭
。
９
月
の
面
会
の
時
は
、
ち
ょ

っ
と
疲
れ
て
見
え
た
よ
う
だ
。

　
「
徳
島
刑
務
所
包
囲
闘
争
の
こ
と
は
、
手

紙
も
は
が
き
も
全
部
墨
塗
り
。『
前
進
』
な

ど
新
聞
や
パ
ン
フ
へ
の
記
載
は
、
全
部
切
り

取
ら
れ
て
、
裏
面
は
コ
ピ
ー
で
配
布
さ
れ
て

い
る
よ
」
と
言
う
の
で
、
高
揚
し
た
デ
モ
の

様
子
を
も
う
一
度
伝
え
た
。

　

正
門
前
で
、
巨
大
な
文
昭
の
パ
ネ
ル
が
み

ん
な
を
迎
え
た
こ
と
。
私
が
「
文
昭
、
迎
え

に
き
た
よ
」
と
叫
ん
だ
こ
と
。
辻
川
慎
一
さ

ん
、
平
良
修
さ
ん
、
青
柳
葉
子
さ
ん
、「
街
」

の
二
人
が
、
直
接
文
昭
に
呼
び
か
け
た
こ
と
。

み
ん
な
泣
い
て
い
た
こ
と
等
。
文
昭
に
は
、

「
街
」
の
呼
び
か
け
は
、
よ
く
聞
こ
え
た
よ

う
だ
。
み
ん
な
で
歌
っ
た
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
。
他
は
、
と
こ
ろ

文
昭
が
「
国
鉄
と
星
野
の
地
平
を
持
っ
て
す

れ
ば
、
安
倍
は
倒
せ
る
し
、
星
野
奪
還
も
可

能
だ
」
と
呼
び
か
け
た
こ
と
に
対
し
、
星
野

を
階
級
の
魂
と
し
て
、
職
場
や
地
域
で
星
野

に
続
い
て
闘
う
、
星
野
を
必
ず
取
り
戻
す
と

み
ん
な
が
答
え
た
デ
モ
だ
っ
た
の
だ
。

　

国
会
闘
争
の
話
に
な
っ
た
。
逮
捕
者
は
25

名
。
徳
島
刑
務
所
包
囲
闘
争
を
闘
っ
た
全
学

連
が
、
先
頭
に
た
っ
た
こ
と
も
伝
え
た
。
鉄

柵
を
つ
な
い
で
い
る
ロ
ー
プ
を
切
る
た
め
に

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
い
た
80
代
の
女

性
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
話
を
伝
え
る
と
、

文
昭
は
「
経
験
を
積
ん
だ
人
が
や
っ
て
い
る

ん
だ
ね
。
ザ
ッ
ク
に
石
を
つ
め
て
持
っ
て
い

た
人
が
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た
よ
」

と
言
っ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
だ
と
、
み
ん
な
言
っ
て
い
る
」

と
私
が
言
う
と
「
自
分
た
ち
の
未
来
が
か
か

っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
に
す
る
わ
け
に
い
か

な
い
と
み
ん
な
思
っ
て
い
る
」
と
文
昭
。

　

10
月
６
日　

２
日
目
の
面
会
。
こ
の
日
は

文
昭
の
兄
の
治
男
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
面
会

だ
。
治
男
さ
ん
は
、「
再
来
年
30
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
再
審
と
両
立
し
て
仮
釈
放
を

進
め
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と

会
う
な
り
話
し
た
。「
仮
釈
放
自
体
が
、
今

本
当
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
特
無
期

の
問
題
も
あ
る
。
自
分
が
無
期
の
政
治
犯
だ

と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
文
昭
に
、「
政

治
犯
な
ん
て
言
っ
て
い
る
け
ど
、
具
体
的
に

何
か
あ
る
の
か
」
と
治
男
さ
ん
。「
家
族
と

し
て
訴
え
る
の
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
」
と
文
昭
。「
中
村
巡
査
の
死
に

対
し
て
、
哀
悼
の
念
を
表
現
す
べ
き
だ
」
と

治
男
さ
ん
。　

　

手
紙
に
よ
る
と
文
昭
は
、「
政
治
犯
と
い

う
こ
と
で
何
か
あ
る
の
か
と
治
男
は
、
言
っ

て
い
た
け
ど
や
っ
ぱ
り
あ
る
ん
だ
。
進
級
が

遅
い
の
も
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
だ
。
世
の
中

を
変
え
る
闘
い
と
一
体
に
闘
い
、
再
審
で
追

い
つ
め
、
仮
釈
放
の
よ
う
に
判
断
を
向
こ
う

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
出
さ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
つ
く
っ
て
、
釈
放
を
勝
ち
取
る
こ

の
を
読
ん
で
い
た
と
見
な
さ
れ
て
D
評
価
。

そ
れ
で
３
類
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

な
る
こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た
し
、
納
得
は

い
か
な
い
。
来
年
４
月
ま
で
、
面
会
は
３
回
。

手
紙
は
５
回
に
な
る
よ
」
と
文
昭
。

　

全
国
か
ら
抗
議
を
組
織
す
る
け
ど
、
３
回

の
面
会
を
大
切
に
し
よ
う
と
話
し
あ
っ
た
。

　

降
格
処
分
の
こ
と
、
手
紙
、
文
書
の
墨
塗

り
、
絵
の
表
紙
へ
の
書
き
込
み
の
禁
止
に
つ

い
て
、
申
し
入
れ
を
お
こ
な
っ
た
。
本
田
庶

務
課
長
が
対
応
し
た
。

　

降
格
処
分
と
向
き
合
っ
て
、
改
め
て
文
昭

と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
の
持
て
る
も
の

す
べ
て
を
、
文
昭
を
と
り
戻
し
、
そ
し
て
労

働
者
が
主
人
公
と
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
か
け
き
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
私
自
身
の
自
己
解
放
は
、
星
野
解
放
と

全
労
働
者
解
放
の
中
に
あ
る
。

徳
島
面
会
日
記

ど
こ
ろ
聞

こ
え
た
よ

う
だ
。
作

り
だ
さ
れ

た
団
結
と

一
体
感
は
、

十
分
伝
わ

っ
て
い
る
。

と
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

星
野
文
昭
さ
ん
に
激
励
の
手
紙
を

〒
７
７
９
―
３
１
３
３

　

徳
島
市
入
田
町
大
久
２
０
０
―
１

　
　
　
　
　
　

星
野　

文
昭　

様

徳
島
刑
務
所
へ
抗
議
を

〒
７
７
９
―
３
１
３
３

　

徳
島
市
入
田
町
大
久
２
０
０
―
１

　
　
　
　
　

徳
島
刑
務
所
長

　
　
　
　
　
　

竹
中　

晃
平　

殿

納
得
い
か
な
い
降
格
処
分

　

10
月
７
日　

「
バ
ッ
チ
変
わ
っ
た
の
わ
か

る
？　

２
類
か
ら
３
類
に
な
っ
た
ん
だ
。
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
ま
で
評
価
が
あ
っ
て
、
Ａ
、

Ｂ
は
、
刑
務
所
か
ら
見
て
ほ
め
ら
れ
る
こ
と

を
し
た
場
合
。
C
は
注
意
、
Ｄ
、
Ｅ
は
マ
イ

ナ
ス
評
価
。
半
年
で
D
と
E
が
2
回
あ
っ
た

場
合
は
、
降
格
に
な
る
ん
だ
。
僕
の
場
合
、

仕
事
の
こ
と
で
受
刑
者
が
話
し
か
け
て
き
た

こ
と
に
、
許
可
な
く
返
事
を
し
た
こ
と
で
E

評
価
。
配
膳
の
時
、
新
聞
を
片
付
け
て
い
た

治
男
さ
ん
と
一
緒
の
面
会

文
昭
を
階
級
の
魂
と
し
必
ず
取
り
戻
す

星
野　

暁
子

星野治男さんと暁子さん
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●　財政報告　　　2015/10 単位円

　（１）収入　　472,632

　　　①賛同金 　42,000　②基金　 1,000  ③カンパ　285,112　

   　　④頒布物売り上げ　 143,994 　　 ⑤繰越金　526

　（２）支出　　472,379

　　   ①獄中支援、処遇関係費　45,000　　　　

　　   ②救援運動経費　427,379　　　　　　　　

　　　　通信費　 44,181   発送費　104,215    運営費　94,805　              

　　　　頒布物制作費　153,704　　コピー　5,989　印刷代　15,892

　　　　消耗品費　4,628　　備品　3,564　　事務経費　401　

　（３）繰越金　 526

●　第５期再審カンパ会計　　2015/10

 （１）10月カンパ   　　 179,200     (累計　299,895）

　（２) 10 月支出          190,350　           　　 　

　（３）前月繰越金           　44,361  　  　  　

　（４）翌月繰越金     　　33,211　 

1946. 4.27   　          

1962. 4         

1966. 4       　

　　　　     

1969             

1971 春　　   　

　　　　　　       

1971.11.14     

                   

1972. 2.21     

1975. 8. 6      

1979. 2.13     

　    8.21 

　   12. 2　    　

1983. 7.13     

1986. 9.17    

1987. 7.17     

     10.30     

1988. 

  

1990.11.27

1991. 5.15 

1996. 1.28  　

 　　 4.17     

      8                      

2000. 2.22

      2.24     

2004. 1.19

      1.23　 　

2006. 6.    　

2007. 6. 8

2008. 7.14　   

2009.11.27

2010. 3.24

　　　3～ 4

2011. 4.4　

　　 11.14

2012．2. 5
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     12.4

2013. 5.17　　　　

      9.8

2014. 7.18

　    9.9

2015. 3.13

　    7.21

      9.5

      9.6

札幌市に生まれる          　
道立月寒高校入学、翌年、生徒会長をつとめる
高崎経済大学入学、不正入試阻止闘争に参加
(記録映画「圧殺の森」に登場）
同大学再建自治会執行委員会副委員長就任
成田国際空港反対闘争支援のため千葉県三里塚
に常駐　７月、９月の闘争で指名手配を受ける
沖縄返還協定批准阻止闘争（渋谷闘争）に参加
１名の機動隊員がデモ隊との衝突で火傷死（渋谷事件）
渋谷事件で殺人罪指名手配を受ける
不当逮捕
死刑求刑、死刑阻止１２万筆署名集まる
一審判決、懲役２０年　
「星野・奥深山・荒川三君を救う会」結成
二審判決・無期懲役
暁子さんと獄中結婚
最高裁上告棄却・無期懲役確定
徳島刑務所移監
杉並と徳島で「救う会」発足
（以降、全国で２９の救援会が結成されている）
父、三郎さん逝去
再審弁護団結成
「星野さんをとり戻そう！全国再審連絡会議」発足
再審請求書提出
「ゴキブリを踏んだ足を洗った」として20日間の懲罰
再審請求棄却決定
異議申立
異議申立棄却
最高裁に特別抗告
友人面会実現（以降、94人が面会）
母、美智恵さん逝去
最高裁、特別抗告棄却決定
第2次再審請求書提出
東京高裁に対して証拠開示請求
星野さんに２度の懲罰（１週間の閉居罰と戒告）
ビデオ国賠訴訟提訴
面会･手紙国賠訴訟提訴
徳島刑務所包囲デモを600名で闘う
東京高裁第11刑事部（若原正樹裁判長）が再審棄却決定
東京高裁に異議申立
全証拠開示大運動開始
証拠開示請求書提出
証拠開示を求める弁護団意見書提出
９･８徳島刑務所デモ
面会･手紙国賠判決
ビデオ国賠勝利判決
弁護団「意見書」提出
署名提出
2015年全国総会を180名で勝ちとる
９･６徳島刑務所デモを720名で闘う

星野文昭さんの歩みと裁判・再審

全証拠開示・第２次再審署名６９，６００筆（10 月 31 日現在）

　この一年間、星野さん解放の闘いを大きく前進さ
せてきました。その反動が星野さんへの降格攻撃で
す。断じて許せません。星野さんを守り抜くために
も、運動をさらに飛躍させましょう。
　それと一体に、再審闘争も着実に前進させていき
ます。三者協議を勝ち取り、現場目撃者の供述調書
を開示させましょう。
　10 月は 17 万 9200 円を寄せていただきました。

第５期再審２５０万円カンパのお願い

有難うございました。第 5 期累計は、2 ヶ月で
29 万 9895 円になりました。250 万円カンパの
達成に、更なるご支援を訴えます。

■　今日の反核反戦展 2015

　　星野文昭さんの絵が 2 点展示されます
日時　11 月 18 日（水）～ 16 年 1 月 16 日 ( 土）
場所　丸木美術館（東武東上線「森林公園」駅 3.5 キロ）
■　富山絵画展

日時　11 月 20 日（金）～ 22 日 ( 日）
場所　サンフォルテ 303 号室（富山市湊入船町６－７）
主催　星野絵画展実行委員会・北陸
■　山梨絵画展

日時　11 月 21 日（土）～ 23 日（月）
場所　山梨県立図書館交流ルーム ( 甲府市丸の内 2-33-1）
主催　星野文昭絵画展実行委員会
■　いわき絵画展

日時　11 月 22 日（日）～ 23 日 ( 月）
場所　ラトブ 6 階（いわき市平字田町 120 番地）
主催　いわき星野絵画展実行委員会
協賛　福島・星野文昭さんを取り戻す会、動労水戸、
　　　いわき合同ユニオン、ＮＡＺＥＮいわき
■　星野全国集会

日時　11 月 29 日 ( 日）　12 時開場　13 時開会　15 時 40 分デモ出発
場所　星陵会館（東京都千代田区永田町 2-16-2　電話 03-3581-5650）
主催　星野さんをとり戻そう！全国再審連絡会議

インフォメーション

郵便振替口座　00110-5-155521
〒 105-0004　東京都港区新橋2-8-16　石田ビル４階
　　　　　　　星野さんをとり戻そう！全国再審連絡会議
　　　　　　　TEL 03-3591-8224　FAX 03-3591-8226

カンパ送金先

FumiAkiko カレンダー 2016　注文受付中
.

Ａ 4サイズ

カラー 12 枚

1 冊　　　1200 円

5 冊以上　1000 円

（送料別途）
注文先
星野さんをとり戻そう！
全国再審連絡会議
TEL 03-3591-8224
FAX 03-3591-8226
郵便振替口座：00110-5-155521


